新型コロナウイルス感染症緊急対策設備投資支援事業
成果調査票

新型コロナウイルス感染症緊急対策設備投資支援事業

受付番号：　　　　　　　　　貴社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

従業員数：　　　　　　　人
【従業員数について】
・正社員に準じた労働形態である場合には、従業員数に含めてください。その場合、勤務時間により人数を増やしてください。
（４時間勤務パート２名→従業員数を＋１名のように調整）
・確定申告書で派遣労働者や短時間労働者に係る経費を人件費に算入した場合は、従業員数に含めてください。
・常勤役員及び個人事業主も従業員数に含めてください。

直近１年間の状況を踏まえ、該当する番号に○を付けてください。適切な選択肢がない場合は、その他欄にご記入願います。
Ｑ１　申請時の事業計画／収支計画と比べ、進捗状況はいかがですか。（１～４のうち一つに○）
	計画より大幅に進捗した
計画どおり
進捗した
計画より大幅に遅れている（停滞している）
計画よりやや遅れている

４
３
２
１




Ｑ２　Q１で「計画より大幅に進捗した」「計画どおり進捗した」と回答された方（４または３を選択した場合）にお聞きします。具体的に、どのような成果が出ているかを教えてください（複数回答可）
	１.　売上・利益が増加した　　　　　　　　　 6.　コストダウンが図れた
２.　営業利益率が向上した　　　　　　　　　 7.  リードタイムが短縮した
３.　製品の高付加価値化が図れた　　　　　　 8.　労働生産性が向上した
４.　製品の信頼性が向上した　　　　　　　　 9.　新規受注を獲得した
５.　会社に対する信用力が向上した    　　  10.  新規雇用を行った　　　11.内製化を図れた
その他　




Ｑ３　Q１で「計画よりやや遅れている」「計画より大幅に遅れている（停滞している）」と回答された方（１または２を選択した場合）にお聞きします。理由をわかる範囲で教えてください（複数回答可）
	１.　売上・利益が減少した　　　　　　　　　　７．販路開拓不足だった
２.　自動化・省力化が図れていない　　　　　　８．競合他社（競合製品）が上回った
３.　品質向上が図れていない　　　　　　　　　９．雇用確保ができなかった
４.　設備を使いこなせていない　　　　　　　　10．材料価格・仕入価格が上昇した
５．顧客ニーズが変わった　　　　　　　　　　 11．計画していた受注を獲得できなかった
６．コストダウンが図れなかった　　　　　　　 12．技術的な課題を解決できなかった
その他　




Ｑ４　直近１年間の貴社の状況（全事業）について、５段階評価で教えてください（それぞれ1～５のうち一つに○）やや増加
している
減少
している

	（１年前と比較して）増加
している
特に変化なし
やや減少
している


（１）顧客数の状況　　　　５
３
２
１
４


（２）受注（取引）数の状況５
３
２
１
４


（３）従業員数の状況５
３
２
１
４





Ｑ５　助成事業終了後の設備投資の状況について教えてください（一つ選択）
	１.　新たに設備投資した　　　２.　近く設備投資する予定がある　　　３.　設備投資の予定はない



Ｑ６　現在、御社で抱えている経営課題を教えてください（複数選択可）
	１.　資金調達　　　　５.　知的財産権の活用　　　　　　　　　　　９.　デザインの導入
２.　販路開拓　　　　６.　危機管理対策（BCPの策定等）　　　　　　10.　自社の新製品の開発
３.　海外展開　　　　７.　生産性の向上（ＩｏＴ化、ロボット導入等）　11.　展示会出展
４.　事業承継　　　　８.　人材育成（従業員の採用、後継人材への技術の承継等）　 12.　設備・建物の老朽化
その他




Ｑ７　Q６を回答された方にお聞きします。公社・職員が訪問させていただき、御社の課題解決に役立つ情報や公社支援情報等を提供させていただきたいと思います。以下、公社・職員の訪問の可否についてお答えください。（Q6で回答されなかった方も、公社・職員が訪問させていただき、公社支援情報等を提供させていただくことが可能ならば可に○をお付け下さい）
	[bookmark: _GoBack]　・　「可」である
　
　・　「否」である（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



Ｑ８　その他、公社ほか支援機関に期待するサポートやご意見・ご要望等ございましたらご記入ください。
	


☻ご協力いただき、誠にありがとうございました。☻
